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Ⅰ．環境経営方針 
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役割・責任・権限 

代表者（社長） 

・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意 
・環境管理責任者を任命 
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境経営目標の設定を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 
・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理 
・法規制等の要求事項登録簿を承認 
・環境経営活動実施計画書を承認 
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告 
・環境経営レポートの確認 

環境事務局 

・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局 
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 
・「環境関連法規等チェックリスト」の作成 
・環境経営目標・環境経営活動実施計画書原案の作成 
・環境経営活動実施計画の実績集計 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付) 

部門長 

・自部門における環境経営システムの実施 
・自部門における環境経営方針の周知 
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 
・自部門に関連する環境目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告 
・特定された項目の手順書作成及び運用管理 
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録 
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

全従業員 
・環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚 
・EA21 について決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

作成日：平成 19 年 10 月 21 日 
更新日：令和 5 年 8 月 18 日 
 

代表者 
社長 北山 英人 

環境管理責任者 
谷川 和秀 

環境事務局 
 総務部 恒田 真尋 
  梅田 笙伽 

運
輸
部 

安
全
管
理
部 

総
務
部 

認証・登録の適用範囲 
住   所：富山県富山市米田町 

一丁目 6 番 30 号 
関連事業所：なし 
名   称： 
住   所： 
活   動：産業廃棄物収集運搬 

特別管理産業廃棄物 
収集運搬 

 

株式会社アイザック・トランスポート 環境経営システム組織図 

様式 5-01 （環境実施体制の構築） 
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Ⅱ．事業概要 

 
 

１．事業所及び代表者氏名         株式会社アイザック・トランスポート 

代表取締役 北山 英人 

 

２．事業所所在地                 本社営業所 

                             〒931-8304 

                             富山県富山市米田町一丁目 6 番 30 号 

 

３．環境管理責任者               谷川 和秀 

 

４．連絡先                       本社営業所 

電話  ： 076-437-5520 

ＦＡＸ  ： 076-437-5939 

E-mail  ：  m-tsuneda@izak.co.jp 

 

５．事業内容           ・産業廃棄物収集運搬   

・特別管理産業廃棄物収集運搬 

 

６．取り組みの範囲              ・全組織 

・産業廃棄物収集運搬 

・特別管理産業廃棄物収集運搬 

 

７．事業の規模                   法人設立年月日 ：平成 60 年 4 月 20 日 

資  本  金 ：1,000 万円 

                              売  上  高 ：234,611 万円 

（令和 4 年 5 月 1 日～令和 5 年 4 月 30 日） 

                              従 業 員 数 ：113 名（令和 5 年 8 月 24 日現在） 

                              事 務 所 床 面 積 ：600.03 ㎡ 

 

８．許可取得内容 

①   産業廃棄物収集運搬業 

    富山市          ：積替え保管を含む 

    兵庫県          ：積替え保管を含む 

    埼玉県          ：積替え保管を含む 

    富山市、兵庫県、埼玉県以外：積替え保管を含まない 

②   特別管理産業廃棄物収集運搬業 

    富山市          ：積替え保管を含む 

    兵庫県          ：積替え保管を含む 

    埼玉県          ：積替え保管を含む 

    富山市、兵庫県、埼玉県以外：積替え保管を含まない 

③ 許可番号、許可地域、許可品目の詳細については「産廃情報ネット」 

http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou/index_u2.php?UserID=00337 参照 
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９．施設等の状況 

① 運搬車両については「産廃情報ネット」

http://www2.sanpainet.or.jp/zyohou/index_u5.php?Param1=8&Param2=00337&Param0=

&menu=2 参照 

 

 

② 積替え保管施設について 

ア．(1)富山市：産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 
保管場所

の面積 
産業廃棄物の種類 

保管量 

の上限 

保管高さ

の上限 

 

富山市米田町一丁目 

74 番 9 

 

54.00 ㎡ 

廃プラスチック類、紙くず、木く

ず、繊維くず、ゴムくず、金属く

ず、ガラスくず、コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類 

 

108.00 ㎥ 

 

54.00 ㎡ 廃プラスチック類 108.00 ㎥  

富山市米田町一丁目 

75 番 15 

 

44.10 ㎡ 

廃プラスチック類、紙くず、木く

ず、繊維くず、ゴムくず、金属く

ず、ガラスくず、コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類 

 

105.84 ㎥ 

 

富山市米田町一丁目 

1 番 2 

 

13.68 ㎡ 

廃プラスチック類、紙くず、木く

ず、繊維くず、ゴムくず、金属く

ず、ガラスくず、コンクリートく

ず及び陶磁器くず、がれき類※1 

 

16.416 ㎥ 

 

富山市米田町三丁目 

74 番 123 

 

54.60 ㎡ 

燃え殻、廃プラスチック類、紙く

ず、木くず、繊維くず、動植物性

残さ、ゴムくず、金属くず、ガラ

スくず、コンクリートくず及び陶

磁器くず、鉱さい、がれき類、ば

いじん 

 

147.42 ㎥ 

 

111.72 ㎡ 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ 301.64 ㎥ 
 

10.08 ㎡ 
燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、
鉱さい、ばいじん ※２ 

27.22 ㎥ 

 

18.48 ㎡ 廃油、廃アルカリ 49.89 ㎥  

6.72 ㎡ 

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、

廃プラスチック類、金属くず、ガ

ラスくず、コンクリートくず及び

陶磁器くず ※３ 

25.20 ㎥ 

 

1.94 ㎡ 

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、

廃プラスチック類、金属くず、ガ

ラスくず、コンクリートくず及び

陶磁器くず ※３ 

1.13 ㎥ 
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(2)兵庫県：産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 
保管場所 

の面積 
産業廃棄物の種類 

保管量

の上限 

保管高さ 

の上限 

兵庫県加東市横谷 

649 番地 1 
342.5 ㎡ 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、

廃アルカリ、廃プラスチッ

ク類、金属くず、ガラスく

ず・コンクリートくず及び

陶磁器くず、鉱さい、がれ

き類、ばいじん ※１  

※２ 

676.7 ㎥  

 

 

(3)埼玉県：産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 保管面積 産業廃棄物の種類 
保管 

上限 
保管高さ 

埼玉県熊谷市樋春字袋田

1254 番 1、1254 番 6、1254

番 7、1260 番、1261 番 2、

1261 番 3、埼玉県熊谷市万

吉字夏目 3703 番 8、3703 番

16、3710 番 2、3712 番 5、

3712 番 9、3886 番 4、3886

番 7、以上 13 筆のうち、埼

玉県熊谷市樋春字袋田 1254

番 1（家屋番号 3710 番 2 の

1 に係る部分を除く）、1254

番 6、1254 番 7（家屋番号

3710 番 2 の 1 に係る部分を

除く）、1260 番、埼玉県熊谷

市万吉字夏目 3703 番 16 及

び 3710 番 2（家屋番号 3710

番 2 の 1 に係る部分を除

く）に限る。 

15.3 ㎡ 
廃プラスチック類  
以上 1 種類 

18.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

8.0 ㎥ 廃酸 以上 1 種類 8.6 ㎥ 
2.8ｍ 

（屋内） 

8.0 ㎥ 廃アルカリ 以上 1 種類 8.6 ㎥ 
2.8ｍ 

（屋内） 

15.3 ㎥ 汚泥 以上 1 種類 16.8 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 
汚泥（水銀含有ばいじん等
に限る）以上 1 種類 

6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ ばいじん 以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 
ばいじん（水銀含有ばいじ
ん等に限る）以上 1 種類 

6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 燃え殻 以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 
燃え殻（水銀含有ばいじん
等に限る） 以上 1 種類 

6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 鉱さい 以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 
ガラスくず・コンクリート
くず（がれき類を除く。）及
び陶磁器くず 以上 1 種類 

6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

15.2 ㎥ 

ガラスくず・コンクリート
くず（がれき類を除く。）及
び陶磁器くず（石綿含有産
業廃棄物に限る） 以上 1 種
類 

8.2 ㎥ 
1.5ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ がれき類 以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 
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保管場所の所在地 保管面積 産業廃棄物の種類 
保管 

上限 
保管高さ 

埼玉県熊谷市樋春字袋田
1254 番 1、1254 番 6、1254
番 7、1260 番、1261 番 2、
1261 番 3、埼玉県熊谷市万

吉字夏目 3703 番 8、3703 番
16、3710 番 2、3712 番 5、
3712 番 9、3886 番 4、3886
番 7、以上 13 筆のうち、埼
玉県熊谷市樋春字袋田 1254
番 1（家屋番号 3710 番 2 の
1 に係る部分を除く）、1254
番 6、1254 番 7（家屋番号
3710 番 2 の 1 に係る部分を
除く）、1260 番、埼玉県熊谷
市万吉字夏目 3703 番 16 及

び 3710 番 2（家屋番号 3710
番 2 の 1 に係る部分を除

く）に限る。 

15.2 ㎥ 
がれき類（石綿含有産業廃
棄物に限る） 以上 1 種類 

8.2 ㎥ 
1.5ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎥ 金属くず 以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

23.5 ㎥ 廃油 以上 1 種類 16.4 ㎥ 
1.8ｍ 

（屋内） 

21.0 ㎥ 汚泥 以上 1 種類 13.2 ㎥ 
1.7ｍ 

（屋外） 

21.0 ㎥ 汚泥 以上 1 種類 13.2 ㎥ 
1.7ｍ 

（屋外） 

 

 

イ．(1)富山市：特別管理産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 
保管場所の

面積 
産業廃棄物の種類 

保管量

の上限 

保管高さの

上限 

富山市米田町 
三丁目 74 番 123 

127.68 ㎡ 
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、鉱さい、ばいじ
ん 

344.73 ㎥ 
 

18.48 ㎡ 廃油 49.89 ㎥  

1.94 ㎡ 汚泥、廃酸、廃アルカリ 1.13 ㎥  

1.39 ㎥ 廃水銀等 0.81 ㎥  

 

 

  （2）兵庫県：特別管理産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 
保管場所の

面積 
産業廃棄物の種類 

保管量

の上限 

保管高さの

上限 

兵庫県加東市 
横谷 649 番地 1 

203.5 ㎡ 
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、
廃アルカリ、鉱さい、ばいじ
ん 

404.3 ㎥ 
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(3)埼玉県：産業廃棄物の場合 

保管場所の所在地 保管面積 産業廃棄物の種類 
保管 

上限 
保管高さ 

埼玉県熊谷市樋春字袋田
1254 番 1、1254 番 6、
1254 番 7、1260 番、

1261 番 2、1261 番 3、埼
玉県熊谷市万吉字夏目

3703 番 8、3703 番 16、
3710 番 2、3712 番 5、
3712 番 9、3886 番 4、
3886 番 7、以上 13 筆の
うち、埼玉県熊谷市樋春
字袋田 1254 番 1（家屋番
号 3710 番 2 の 1 に係る
部分を除く）、1254 番
6、1254 番 7（家屋番号

3710 番 2 の 1 に係る部分
を除く）、1260 番、埼玉
県熊谷市万吉字夏目 3703
番 16 及び 3710 番 2（家
屋番号 3710 番 2 の 1 に
係る部分を除く）に限

る。 

8.0 ㎡ 
廃酸（pH2.0 以下のもの
に限る）以上 1 種類 

8.6 ㎥ 
2.8ｍ 

（屋内） 

8.0 ㎡ 
廃アルカリ（pH12.5 
以上のものに限る） 

以上 1 種類 
8.6 ㎥ 2.8ｍ 

（屋内） 

15.3 ㎡ 特定有害汚泥 
以上 1 種類 16.8 ㎥ 2.4ｍ 

（屋内） 

7.4 ㎡ 
特定有害ばいじん 

以上 1 種類 
6.4 ㎥ 

2.4ｍ 
（屋内） 

7.4 ㎡ 
特定有害燃え殻 

以上 1 種類 6.4 ㎥ 
2.4ｍ 

（屋内） 

24.0 ㎡ 
廃油（揮発油類、灯油類及
び軽油類に限る）、特定有
害廃油 以上 2 種類 

16.4 ㎥ 
1.8ｍ 

（屋内） 

8.0 ㎥ 特定有害廃酸 
以上 1 種類 

8.6 ㎥ 2.8ｍ 
（屋内） 

8.0 ㎥ 
特定有害廃アルカリ 

以上 1 種類 
8.6 ㎥ 

2.8ｍ 
（屋内） 

 

 

 

 

１０．産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬（処理）実績 

   年間 174,458.20ｔ 

（令和 4 年 5 月 1 日～令和 5 年 4 月 30 日） 

 

 

１１．産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬（処理）料金 

   届出運賃表を基準とした契約運賃 
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Ⅲ.環境経営目標とその実績 

 

項目 単位 
2021 年度（基準年） 2022 年度 2023 年度 

目標 実績 目標 実績 目標 実績 

電気使用量 

削減率 1％ 

kwh 83,702 93,331 92,398 73,849 73,849 ― 

㎏-

CO2 
45,366 50,585 50,080 40,026 50,080 ― 

※二酸化炭素排出量を算出する際の係数：0.542 

自動車燃料 

(ガソリン) 

 

L 4,180 2,590 3,522 2,139 2,616 ― 

㎏-

CO2 
9,705 6,008 8,171 4,962 6,068 ― 

※二酸化炭素排出量を算出する際の係数：2.32 

自動車燃料 

（軽油） 

 

L 3,043,562 2,967,521 3,026,872 2,870,655 2,997,197 ― 

㎏-

CO2 
7,852,389 7,656,205 7,809,331 7,406,290 7,732,768 ― 

※二酸化炭素排出量を算出する際の係数：2.58 

二酸化炭素

排出量 

合 計 

㎏-

CO2 
7,907,460 7,712,863 7,867,581 7,451,278 7,788,916 ― 

排水量 ㎥ 1,748 1,058 1,736 1,147 1,724 ― 

 

【注記】 

・自動車燃料（ガソリンと軽油)の目標値については、2022 年度は基準年実績の 102％、

2023 年度は基準年実績の 101％の値としています。 
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Ⅳ．環境経営計画 

 

 

１．二酸化炭素の削減、電力使用量の削減及び自動車燃料の削減 

 （１）電力使用量の削減 

・節電運動の展開 

    ・昼休み、残業時の不要な照明不要照明の消灯 

    ・使用頻度の低い場所や、トイレの照明には人感センサー導入 

    ・OA 機器を使用しないときは省電力モードに設定 

    ・クールビズ運動（冷房２８℃、暖房２０℃） 

 （２）自動車燃料の削減 

    ・アイドリングストップ 

    ・急加速・急停車の防止 

    ・冷暖房の控えめ使用 

    ・燃費の良い車両の購入 

 

２．廃棄物削減 事業系一般廃棄物の削減 

    一般廃棄物の削減 

    ・裏紙の再使用 

    ・ミスコピーの防止 

    ・分別による古紙のリサイクル化 

    ・帳票見直しによる印刷物の削減 

    ・書類を電子管理できるソフトの導入により、印刷物の削減 

    ・社内での再利用 

 

３．節水 水使用量の削減 

    ・節水の徹底（節水呼びかけ、節水弁取り付け、自動水栓取り付け） 
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Ⅴ. 環境保全活動の取組と評価 

 

No 実施項目 2022 年度目標値 目標達成度 評価 

1 電力使用量の削減 
2021 年度比-1% 

（92,398kwh） 

達成  

73,849kwh 

新型コロナウイルス対
策と並行して、電力削
減の目標を達成するこ
とができた。今後もこ
のペースを維持しつ

つ、さらに改善できる
ように模索していきた

い。 

2 
自動車燃料の使用の

削減 

ガ ソ

リン 

2021 年度比 102％ 

（3,522ℓ） 

達成  

2,139ℓ 

車両台数の増加によっ
て燃料の削減が難しく
なっている中で、各自が
燃費向上への意識を高
く持ち続けたことが目
標達成に繋がったので
はないか。  

軽油 
2021 年度比 102％ 

（3,026,872ℓ） 

達成 

2,870,655ℓ 
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Ⅵ. 問題点の是正処置及び予防処置の結果 

 

No ガイドライン要求事項 現状の取組内容等 是正及び予防処置・改善等 

1 対象組織・活動の明確化 
対象組織は会社全体であり、全員で取り
組んでいる。 

 

2 環境経営方針の策定 
前年と同様の環境経営方針で取り組ん
でいる。 

 

3 
負荷・取組状況把握及び 

評価 

負荷項目は毎月パソコンに記録し、定期
的に自己負荷チェックや取組 自己チ
ェックにより確認を行っている。 

 

4 
環境関連法規等の 

とりまとめ 

弊社が関連する法を一覧表にまとめて
遵守状況や改正がないか確認しており、
法改正などについては日常から情報収
集に努めている。 

 

5 
環境経営目標及び計画の 

策定 

過去の実績に応じて、改善する所は改善
し令和 4 年度の目標を設定し、実績を把
握した。令和 5 年度も実情に応じて目標
を策定する。 

全社員が目標達成度を確認できるよ
うに社内の見やすい所に現状を掲示
する。 

6 実施体制の構築 実施体制は部門の責任者を軸に行う。  

7 教育・訓練の実施 
エコアクション 21 に取り組んでいるこ
と、毎週末の夕礼時、全体講習会、の際
に改めて確認を行っている。 

 

8 
環境コミュニケーション

の実施 

外部からの苦情などは、必ず代表者に報
告し対応策を協議して解決する仕組み
は構築されている。 

 

9 
現場作業時の実施及び 

運用 

現場においては、車両点検表に基づき、
日常点検を行い、記録・整備を行ってい
る。 

環境に配慮しながらも、安全・安心を
第一に現場作業を行っていく。 
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No ガイドライン要求事項 現状の取組内容等 是正及び予防処置・改善等 

10 緊急事態の準備及び対応 

緊急事態に対する予防措置として毎週
末の夕礼時の KY 活動はもちろんのこ
と、各担当車両毎に緊急時を想定した訓
練を年 1 回行っている。 
また、緊急連絡網、イエローカードは整
備できている。 

緊急事態に対応するための訓練の 
頻度を更に増やして実施していく。 

11 内部監査 
内部環境監査は令和 5 年 9 月 22 日に、 
実施。 

 

12 
文書及び記録の作成・  

管理 
パソコン及び書面により文書及び記録
を保管している。 

 

13 取組状況の確認及び評価 

個々の項目について、定期的に取組状況
を確認し、評価を行い環境活動レポート
に記載する。運搬車両の燃費をしっかり
と把握しエコドライブを推進する。 

運搬車両は低燃費な車両に随時入れ
替えを行っていく。 

14 
代表者による全体の  

評価と見直し 

環境管理責任者・事務局からの報告を受
け、代表者として全体を評価し、見直し
を指示している。 

 

 

 

 

 

Ⅶ. 次年度の取り組み内容 

 

1. 電気使用量及び自動車燃料の目標値の設定の見直しを行います。電気使用量について

は、主に維持管理の方向で、基準年から向こう 3 年間のスパンで見直しを行っていき

ます。自動車燃料については検討中です。 

2. 環境経営計画等、エコアクション 21 の取組みについて改めて周知を行います。 
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Ⅷ. 代表者による全体の評価と見直し 

 

１．自動車燃料に関しては、一人一人に燃費向上を意識させることにより全ての月で目標

を達成できるように努めたい。 

２．より従業員の意識改革を図り、今後も実態に即し引き続き定期的に運用実績を見直し

ながら、更に上の取組みを目指していく。 

３．エコアクション 21 への意識向上のため委員会を設置し取り組んできた。より一層活

動を充実させることにより、従業員一同一丸となって目標達成に取り組んでいきた

い。 

  

 

 

 

 

Ⅸ. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 

環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。また、関係当局 

よりの違反の指摘及び訴訟は過去３年間ありません。 

 

分
類 

項 目 適用法令 条 項 内 容 
点検 遵守評価・判定 

頻度 確認日 ○・× 

設 
 

 
 

備 

      

整備工場 消防法等 第 10 条 
・危険物保管の指定数量以内の 
保管 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

自家用給油設備 消防法等 第 11 条 

・製造所、貯蔵所又は取扱所を設
置しようとする者は、政令で定め
るところにより、製造所、貯蔵所
又は取扱所ごとに当該市町村長
許可を受けなければならない 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

車両洗車場 下水道法 

第 2 条、

第 3 条、

第 4 条 

・排水基準は、有害物質による汚
染状態にあっては、排出水に含ま
れる有害物質の量について、有害
物質の種類ごとに定める許容限
度とし、その他の汚染状態にあっ
ては、前条第二項第二号に規定す
る項目について、項目ごとに定め
る許容限度とする。 

1 回/年 2023/5/9 ○ 
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分
類 

項 目 適用法令 条 項 内 容 

点検 遵守評価・判定 

頻度 確認日 ○・

× 

設 
 

 
 

 
 

備 

 

自動車 
道路運送

車両法 
 

・道路運送車両に関し、所有権に
ついての公証等を行い、並びに安
全性の確保及び公害の防止その
他の環境の保全並びに整備につ
いての技術の向上を図り、併せて
自動車の整備事業の健全な発達
に資することにより、公共の福祉
を増進することを目的とする規
制等 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

自動車 

フォークリフト 

自動車 

リサイ 

クル法 

 
・使用済となった自動車を引取
業者に引き渡す。また、リサイク
ル料金を負担する。 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

自動車

NOx・

PM 法 

 

・自動車ＮＯｘ・ＰＭ法の窒素酸
化物対策地域及び粒子状物質対
策地域に指定された地域で、トラ
ック、バス等（ディーゼル車、ガ
ソリン車、ＬＰＧ車）及びディー
ゼル乗用車に関して特別の窒素
酸化物排出基準及び粒子状物質
排出基準を定め、これに適合する
窒素酸化物及び粒子状物質の排
出量がより少ない車を使用する
規制 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

オフロー

ド法 
 

・道路運送車両法による排出 
ガス規制等 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

井戸 
県地下水

条例 
第 6 章 

・届出・命令違反・報告 
・検査妨害等 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

業務用エアコン 
フロン排

出抑制法 
 

・簡易点検：全ての業務用 
エアコン ３ヵ月に 1 回以上 
・定期点検：7.5KW 以上の場は
1 年に 1 回以上（専門業者が実
施） 

1 回/3

ヵ月 
2023/9/22 ○ 

 

 



 

15 

 

 

分

類 
項 目 適用法令 条 項 内 容 

点検 

頻度 

遵守評価・判定 

確認日 ○・× 

活 

動
・
サ 

ー 

ビ 

ス 

産業廃棄物の収集

運搬 

廃棄物 

処理法 

 

・産業廃棄物管理票(マニフェス
ト)交付 B2、D、Ｅ票の保管（5
年間）Ｄ票 90 日、Ｅ票 180 日以
内に送付されない場合は 30 日以
内の知事への報告 

マニフ

ェスト

を都度

確認 

2023/5/9 ○ 

・自社による運搬時の表示、書類
携行・保管基準 60 ㎝×60 ㎝以上
表示、衛生管理・収集運搬、処理
業者との契約、許可証の写し保管 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

・各自治体の産業廃棄物及び特
別管理産業廃棄物収集運搬業許
可の内容、許可品目、許可期限の
確認 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

 「水銀に関する水俣条約」による
水銀廃棄物の環境上適正な管理
を担保するため、平成 29 年 10 月
1 日に廃棄物及び清掃に関する
法律施行規則（以下「規則」とい
う。）の一部を改正する省令（平
成 29 年環境省令第 10 号）が施
行され、水銀廃棄物の処理等に関
する規制が強化されることとな
り本改正によって、産業廃棄物の
新たな区分として「水銀使用製品
産業廃棄物」及び「水銀含有ばい
じん等」が追加されることとな
り、平成 29 年 10 月 1 日以降に
受理した産業廃棄物処理業の許
可（更新）申請に基づき、県がこ
れらの産業廃棄物の取扱いを許
可した処理業者の許可証には、そ
の旨が記載されます。 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

 また、既に産業廃棄物処理業の許
可を受けている者は、改正により
追加される処理基準等を遵守す
る限りにおいては、次回の許可更
新まで、水銀使用製品産業廃棄物
及び水銀含有ばいじん等の取扱
いを続けることができる。 

1 回/年 2023/5/9 ○ 

優良性 

評価制度 

 
・各自治体の産業廃棄物及び特
別管理産業廃棄物収集運搬業許
可について優良認定を取得する
ために、産廃情報ネットにて自社
の必要項目情報を公表し、変更が
なくても各項目について 1 年に
1 回以上必ず変更する。 

1 回/6

ヵ月 
2023/5/9 ○ 

 


